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目的 Tumor thickness のカットオフポイントを決定する。Tumor 

thicknessと level of invasionの組みあわせが予後予測に寄与するか

検討する。 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング 4 ヶ所の大学皮膚科 
対象者 1970 年から 1988 年までの黒色腫患者 5093 人 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） tumor thickness、level of invasion 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 死亡 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

死亡の相対リスクは tumor thickness 6ｍｍまで直線状に変化し, 
それ以上では変化がなかった。 
Tumor thickness の cut off ポイントは 1、2、4mm が望ましい。 
Level of invasion が予後にかかわるのは tumor thickness が 1mm
以下の場合であった。 

結論 

Tumor thickness の cut off ポイントは 1、2、4mm が望ましい。 
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